
(57)【要約】

【課題】本発明は、本体筐体にボタンを有する電子機器

において、薄型が可能な電子機器を提供することを目的

とする。

【解決手段】制御回路基板１１は、タッチパッド５やボ

タン６からの入力を検出し、入力された情報を処理して

、上位のデバイスへ通知する。制御回路基板１１は、タ

ッチパッド５の下方に位置するが、ボタン６の左右端の

下方には存在しない。これはボタン６を押した際に、ボ

タンが基板に接触することを防止するためである。従来

であれば、ボタン６と制御回路基板１１との距離を離す

ことで接触を回避していたが、本実施形態では制御回路

基板１１の配置と形状を工夫することで、ボタン６と制

御回路基板１１との間隔を狭くすることが可能となり、

パソコン１の薄型化に貢献する。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
本 体 と 、
本 体 に 設 け ら れ た ボ タ ン 部 と 、
前 記 本 体 内 に 設 け ら れ 、 前 記 ボ タ ン 部 の 端 部 と 対 向 す る 切 り 欠 き 部 を 有 す る 回 路 基 板 と 、
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 電 子 機 器 。
【 請 求 項 ２ 】
本 体 と 、
本 体 に 設 け ら れ た ボ タ ン 部 と 、
前 記 本 体 内 に 設 け ら れ 、 前 記 ボ タ ン 部 の 端 部 と 対 向 す る 切 り 欠 き 部 を 有 す る 回 路 基 板 と 、
前 記 ボ タ ン 部 と 対 向 し て 前 記 回 路 基 板 上 に 設 け ら れ 、 前 記 ボ タ ン 部 か ら の 入 力 を 検 知 す る
検 知 部 と 、
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 電 子 機 器 。
【 請 求 項 ３ 】
本 体 と 、
本 体 に 設 け ら れ た ボ タ ン 部 と 、
前 記 本 体 内 に 設 け ら れ 、 前 記 ボ タ ン 部 の 端 部 と 対 向 す る 開 口 部 を 有 す る 回 路 基 板 と 、
前 記 回 路 基 板 上 に 設 け ら れ 、 前 記 ボ タ ン 部 か ら の 入 力 を 検 知 す る 検 知 部 と 、
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 電 子 機 器 。
【 請 求 項 ４ 】
本 体 と 、
本 体 に 設 け ら れ た ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス と
前 記 ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス に よ り 操 作 さ れ た 対 象 物 を 表 示 可 能 な 表 示 部 と 、
前 記 表 示 部 に 表 示 さ れ た 前 記 対 象 物 に 対 し 所 定 機 能 を 行 わ せ る ボ タ ン 部 と 、
前 記 本 体 内 に 設 け ら れ 、 前 記 ボ タ ン 部 の 端 部 に 対 向 す る 開 口 部 を 有 す る 回 路 基 板 と 、
前 記 回 路 基 板 上 に 突 設 さ れ 、 前 記 ボ タ ン 部 の 略 中 央 部 の 鉛 直 位 置 に 設 け ら れ た ス イ ッ チ 部
と 、
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 電 子 機 器 。
【 請 求 項 ５ 】
本 体 と 、
本 体 に 設 け ら れ た ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス と
前 記 ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス に よ り 操 作 さ れ た 対 象 物 を 表 示 可 能 な 表 示 部 と 、
前 記 表 示 部 に 表 示 さ れ た 前 記 対 象 物 に 対 し 所 定 機 能 を 行 わ せ る ボ タ ン 部 と 、
前 記 本 体 内 に 設 け ら れ 、 前 記 ボ タ ン 部 の 端 部 と 対 向 す る 第 １ の 開 口 部 と 第 ２ の 開 口 部 と を
有 す る 回 路 基 板 と 、
前 記 回 路 基 板 上 に 突 設 さ れ 、 前 記 ボ タ ン 部 の 略 中 央 部 の 鉛 直 位 置 に 設 け ら れ た ス イ ッ チ 部
と 、
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 電 子 機 器 。
【 請 求 項 ６ 】
本 体 と 、
本 体 に 設 け ら れ 、 端 部 と 中 央 部 と を 有 す る ボ タ ン 部 と 、
前 記 本 体 内 に 設 け ら れ 、 前 記 端 部 に 対 向 す る 位 置 に 存 在 し な い よ う に 前 記 中 央 部 に 対 向 す
る 位 置 に 設 け ら れ た 回 路 基 板 と 、
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 電 子 機 器 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 ボ タ ン 部 の 端 部 は 、 ボ タ ン 部 の 左 右 の 端 部 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ に
記 載 の 電 子 機 器 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 第 １ の 開 口 部 と 前 記 第 ２ の 開 口 部 と の 間 は 前 記 ボ タ ン 部 の 幅 の 半 分 よ り 小 さ い 幅 で あ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 電 子 機 器 。
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【 請 求 項 ９ 】
前 記 制 御 回 路 基 板 は 、 凸 形 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 機
器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ポ イ ン テ ィ ン グ 装 置 を 有 す る 電 子 機 器 の 薄 型 化 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （ 以 後 、 パ ソ コ ン と 称 す ） の 入 力 装 置 と し て は 、 キ ー ボ ー
ド が 広 く 利 用 さ れ て き て い る が 、 こ の キ ー ボ ー ド の 補 助 的 な 入 力 装 置 と し て 、 例 え ば 、 マ
ウ ス 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル 、 タ ッ チ パ ッ ド ス テ ィ ッ ク 式 ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス な ど の ポ イ ン
テ ィ ン グ 装 置 が 併 用 さ れ る こ と が 多 い 。 こ れ ら の ポ イ ン テ ィ ン グ 装 置 は 、 所 望 の 位 置 を 指
定 す る 座 標 入 力 部 と 、 決 定 な ど を 指 示 す る ボ タ ン 部 と を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ８ ３ ８ ７ ９ 号 公 報 （ 第 ２ 頁 、 第 １ 図 ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 特 許 文 献 １ の 技 術 で は ボ タ ン 装 置 で 不 要 な ボ タ ン の 開 口 を 閉 塞 し 、 回 路 基 板 に 穴 を 設
け ボ タ ン を 逃 げ 穴 に 入 り 込 む よ う に 設 け る 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。 し か し 、 不 要 な ボ タ ン
を 塞 ぎ 使 用 不 可 能 に す る 技 術 で あ り 、 同 様 に 設 け ら れ た ボ タ ン に 対 し て は 従 来 ど お り の 上
下 動 を 行 う こ と が で き る 。 つ ま り ボ タ ン の 上 下 動 幅 キ ャ ビ ネ ッ ト と 回 路 基 板 と の 距 離 が 変
化 す る こ と は 無 く 、 少 な く と も 一 つ の ボ タ ン を キ ャ ビ ネ ッ ト と 回 路 基 板 と で 挟 み 込 む だ け
の 高 さ は 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 従 来 の タ ッ チ パ ッ ド 装 置 の ボ タ ン 部 は 、 横 長 、 又 は 縦 長 に 形 成 さ れ る 事 が 多 く 、 ボ
タ ン 中 央 部 が 押 さ れ た 場 合 は 、 ボ タ ン 部 は 本 体 ケ ー ス と 並 行 状 態 の ま ま に 沈 み 込 み 、 ボ タ
ン 下 方 に 設 け ら れ た 基 板 上 の 検 知 ス イ ッ チ を 押 す こ と が 可 能 で あ る 。 し か し 、 ボ タ ン の 端
が 押 さ れ た 場 合 は 、 押 さ れ た 端 が 沈 み 込 み 、 ボ タ ン 中 央 部 を 中 心 と し て 対 称 位 置 に あ る 他
端 は 浮 き 上 が る こ と に な る 。 こ の 際 に 、 沈 み 込 ん だ 端 は ボ タ ン の 下 方 に 設 け ら れ て い る 基
板 に 接 触 し て し ま う 恐 れ が あ る 。 こ の 場 合 、 基 板 上 に 設 け ら れ た ス イ ッ チ に 接 触 す る よ り
先 に 、 ボ タ ン が 基 板 に 接 触 し 、 ボ タ ン の 入 力 検 知 が 上 手 く 行 わ れ な い 。 こ の 場 合 は 、 さ ら
に 強 い 力 で 押 す こ と に よ り 、 ボ タ ン 入 力 す る 必 要 が あ り 、 操 作 感 が 悪 い 。 こ の よ う な 事 態
を 避 け る た め に 、 ボ タ ン と 基 板 と が 接 触 し な い よ う に ボ タ ン と 基 板 と の 距 離 を 十 分 空 け て
設 計 す る 必 要 が あ り 、 ボ タ ン と 制 御 基 板 と の 距 離 を 確 保 す る 必 要 が あ る た め 、 パ ソ コ ン 薄
型 化 の 弊 害 に な る と 言 う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 筐 体 に ボ タ ン を 有 す る 電 子 機 器 に お い て 、 薄 型 化 が
可 能 な 電 子 機 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 で は 、 本 体 と 、 本 体 に 設 け ら れ た ボ タ ン
部 と 、 前 記 本 体 内 に 設 け ら れ 、 前 記 ボ タ ン 部 の 端 部 と 対 向 す る 切 り 欠 き 部 を 有 す る 回 路 基
板 と 、 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の よ う な 構 成 に よ り 、 薄 型 化 が 可 能 な 電 子 機 器 を 提 供 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 で は 、 本 体 と 、 本 体 に 設 け ら れ た ボ タ ン 部 と 、 前 記 本 体 内 に 設
け ら れ 、 前 記 ボ タ ン 部 の 端 部 と 対 向 す る 開 口 部 を 有 す る 回 路 基 板 と 、 前 記 回 路 基 板 上 に 設
け ら れ 、 前 記 ボ タ ン 部 か ら の 入 力 を 検 知 す る 検 知 部 と 、 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
こ の よ う な 構 成 に よ り 、 薄 型 化 が 可 能 な 電 子 機 器 を 提 供 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 １ に 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 電 子 機 器 の 斜 視 図 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 １ の 実 施 形 態 で は 、 電 子 機 器 の 例 と し て パ ソ コ ン を 例 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
パ ソ コ ン １ は 、 本 体 ケ ー ス ２ と 表 示 部 ケ ー ス ３ と を 備 え て い る 。 本 体 ケ ー ス ２ に は 上 面 部
に キ ー ボ ー ド ４ 及 び ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス と な る タ ッ チ パ ッ ド ５ 及 び ボ タ ン ６ が 配 設 さ
れ て い る 。 ま た 本 体 ケ ー ス ２ 内 に Ｃ Ｐ Ｕ な ど が 実 装 さ れ た 回 路 基 板 、 記 憶 媒 体 な ど を 内 蔵
し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
表 示 部 ケ ー ス ３ は 液 晶 デ ィ ス プ レ イ (以 後 、 Ｌ Ｃ Ｄ と 称 す )７ が 設 け ら れ て お り 、 本 体 ケ ー
ス ２ 内 部 で 処 理 さ れ た デ ー タ な ど を 表 示 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 体 ケ ー ス ２ と 表 示 部 ケ ー ス ３ と は ヒ ン ジ 部 ８ に よ り 連 結 さ れ て お り 、 キ ー ボ ー ド ４ を 露
出 し 操 作 可 能 な 開 位 置 と 、 本 体 ケ ー ス ２ 上 面 を 覆 う 閉 位 置 と の 間 で 回 動 可 能 に 接 続 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
続 い て 、 図 ２ に 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る タ ッ チ パ ッ ド 周 辺 の 拡 大 図 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 実 施 形 態 で は 、 タ ッ チ パ ッ ド は ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス の 一 種 で あ り 、 LCD７ 上 に 表 示
さ れ る カ ー ソ ル な ど の 移 動 対 象 物 を 移 動 さ せ る 際 に 用 い ら れ る 。 具 体 的 に は 、 カ ー ソ ル を
右 に 動 か し た い 場 合 は 、 タ ッ チ パ ッ ド ５ に 接 触 さ せ た 指 な ど を 右 方 向 に 動 か す こ と で 、 LC
D７ 上 に 表 示 さ れ る カ ー ソ ル も 右 方 向 へ 移 動 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 タ ッ チ パ ッ ド ５ の 上 方 に 設 け ら れ た ボ タ ン ６ は 、 主 に 指 示 決 定 を 行 う 操 作 部 で あ り
、 例 え ば 、 ボ タ ン ６ を 押 す こ と で カ ー ソ ル で 指 さ れ た 領 域 を ア ク テ ィ ブ ウ イ ン ド ウ に 変 更
し た り 、 カ ー ソ ル で 指 定 さ れ た 処 理 の 実 行 を 決 定 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
制 御 回 路 基 板 １ １ は 、 タ ッ チ パ ッ ド ５ や ボ タ ン ６ か ら の 入 力 を 検 出 し 、 入 力 さ れ た 情 報 を
処 理 し て 、 上 位 の デ バ イ ス へ 通 知 す る 。 制 御 回 路 基 板 １ １ は 、 タ ッ チ パ ッ ド ５ の 中 央 部 下
方 に は 存 在 す る が 、 ボ タ ン ６ の 左 右 端 （ 端 部 ） の 下 方 に は 存 在 し な い 。 こ れ は ボ タ ン ６ を
押 し た 際 に 、 ボ タ ン が 基 板 に 接 触 す る こ と を 防 止 す る た め で あ る 。 従 来 で あ れ ば 、 ボ タ ン
６ と 制 御 回 路 基 板 １ １ と の 距 離 を 離 す こ と で 接 触 を 回 避 し て い た が 、 本 実 施 形 態 で は 制 御
回 路 基 板 １ １ の 配 置 と 形 状 を 工 夫 す る こ と で 、 ボ タ ン ６ と 制 御 回 路 基 板 １ １ と の 間 隔 を 狭
く す る こ と が 可 能 と な り 、 パ ソ コ ン １ の 薄 型 化 に 貢 献 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ３ 乃 至 図 ６ に 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 図 A-A線 に 沿 っ た 断 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ３ に ボ タ ン が 押 さ れ て い な い 状 態 で の 図 A-A線 に 沿 っ た 断 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ボ タ ン ６ の 横 方 向 の 長 さ Wは お よ そ ５ ０ ｍ ｍ で あ り 、 ボ タ ン の 下 端 と 、 制 御 回 路 基 板 １ １
と の 距 離 ｈ は 、 お よ そ ２ ｍ ｍ で あ る 。 こ の 場 合 に 、 制 御 回 路 基 板 １ １ の 幅 ｋ は お よ そ １ ８
ｍ ｍ 程 度 で あ り 、 そ の 中 央 部 付 近 に ス テ ム １ ２ 及 び 検 知 ス イ ッ チ １ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 実 施 形 態 で は 、 こ の 制 御 回 路 基 板 １ １ の 中 央 部 の 幅 は 、 ボ タ ン ６ の 幅 の １ ／ ３ の 幅 ＋ ２
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～ ３ mm程 度 の 幅 に 設 定 さ れ て い る が 、 ボ タ ン ６ の 幅 の 半 分 幅 よ り 狭 く 設 定 さ れ る こ と が 望
ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ボ タ ン ６ は 通 常 図 示 し な い 弾 性 部 材 に よ り 上 方 に 付 勢 さ れ て お り 、 本 体 ケ ー ス ２ の 上 面 よ
り 若 干 突 出 す る よ う に 設 け ら れ 、 ボ タ ン ６ 押 下 時 の ス ト ロ ー ク を 保 つ よ う に 保 持 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ４ は ボ タ ン の 中 央 部 が 押 下 さ れ た 場 合 の 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の 場 合 ボ タ ン ６ は 本 体 ケ ー ス ２ と 平 行 状 態 を 保 っ た ま ま 下 方 へ 下 が り 、 ス イ ッ チ １ ２ を
押 し 下 げ る こ と に よ り 、 ボ タ ン ６ か ら の 入 力 が 検 知 さ れ る 。 ま た 、 こ の 際 に ス イ ッ チ １ ３
を ボ タ ン ６ の 下 方 で 平 行 に 押 し 下 げ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ５ は 、 ボ タ ン の 左 端 が 押 下 さ れ た 場 合 の 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ５ の 場 合 ボ タ ン ６ の 左 端 部 が 押 し 下 げ ら れ る が 、 ボ タ ン ６ の 端 の 下 部 に は 、 制 御 回 路 基
板 １ １ は 設 け ら れ て い な い 。 こ の た め 、 ボ タ ン ６ の 左 端 部 が 制 御 回 路 基 板 １ １ の 延 長 線 ｌ
－ ｌ よ り も 下 方 に 位 置 し 、 ボ タ ン ６ と 制 御 回 路 基 板 １ １ と が 接 触 す る こ と が 無 く 正 常 な 操
作 感 を 得 る こ と が 可 能 で あ る 。 鎖 線 ｌ － ｌ が 本 実 施 形 態 の 制 御 回 路 基 板 １ １ の 位 置 で あ る
が 、 こ れ を 従 来 技 術 の よ う に 、 ボ タ ン ６ と 制 御 回 路 基 板 １ １ と が 接 触 し な い よ う に 距 離 を
話 す 場 合 は 、 一 点 鎖 線 ｍ － ｍ 線 の 位 置 に 設 け る 必 要 が あ る 。 こ の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 高
さ ｎ の 分 だ け パ ソ コ ン １ を 薄 く 設 計 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ６ は 、 ボ タ ン の 右 端 が 押 下 さ れ た 場 合 の 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ の 場 合 も 、 図 ５ の 例 と 同 様 で あ る 。 ボ タ ン ６ の 右 端 部 が 押 し 下 げ ら れ る こ と に な り 、 ボ
タ ン ６ の 右 端 部 が 制 御 回 路 基 板 １ １ の 延 長 線 で あ る ｌ － ｌ 線 よ り も 下 方 に 位 置 す る が 、 制
御 回 路 基 板 １ １ が 存 在 し な い た め 、 ボ タ ン ６ と 制 御 回 路 基 板 １ １ と は 接 触 す る こ と が 無 く
正 常 な 操 作 感 を 得 る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
上 述 の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 本 体 ケ ー ス ２ と 回 路 基 板 １ １ と の 距 離 を 短 く 配 置 す る こ
と が 可 能 に な る た め 、 パ ソ コ ン １ の 本 体 ケ ー ス ２ の 薄 型 化 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
続 い て 、 第 ２ の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 制 御 回 路 基 板 で 、 ボ タ ン ６ の 左 右 端 の 下 方 に 開 口 部 を 設 け た 例 で あ
る 。 上 記 第 １ の 実 施 形 態 と 同 じ も の は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ７ に 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る タ ッ チ パ ッ ド 周 辺 の 拡 大 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
制 御 回 路 基 板 １ ５ は 、 本 体 ケ ー ス ２ 内 で 、 タ ッ チ パ ッ ド ５ 及 び ボ タ ン ６ の 下 方 に 配 置 さ れ
る 。 さ ら に 、 ボ タ ン ６ の 左 右 の 端 の 下 方 の 部 分 に 開 口 部 １ ６ ， １ ７ が 設 け ら れ て い る 。 制
御 回 路 基 板 １ １ は 、 タ ッ チ パ ッ ド ５ の 下 方 に 位 置 す る が 、 ボ タ ン ６ の 左 右 端 の 下 方 は 開 口
部 １ ６ ， １ ７ が 設 け ら れ て い る た め 、 ボ タ ン ６ が 制 御 回 路 基 板 １ ５ に 接 触 す る こ と を 防 止
し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 ８ 乃 至 図 １ １ に 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 図 B-B線 に 沿 っ た 断 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ８ に ボ タ ン が 押 さ れ て い な い 状 態 で の 図 B-B線 に 沿 っ た 断 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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ボ タ ン ６ は 通 常 図 示 し な い 弾 性 部 材 に よ り 上 方 に 付 勢 さ れ て お り 、 本 体 ケ ー ス ２ の 上 面 よ
り 若 干 突 出 す る よ う に 設 け ら れ 、 ボ タ ン ６ 押 下 時 の ス ト ロ ー ク を 保 つ よ う に 保 持 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
図 ９ は ボ タ ン の 中 央 部 が 押 下 さ れ た 場 合 の 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ １ 】
こ の 場 合 ボ タ ン ６ は 本 体 ケ ー ス ２ と 平 行 状 態 を 保 っ た ま ま 下 方 へ 下 が り 、 ス イ ッ チ １ ２ を
押 し 下 げ る こ と に よ り 、 ボ タ ン ６ か ら の 入 力 が 検 知 さ れ る 。 ま た 、 こ の 際 に ス イ ッ チ １ ３
を ボ タ ン ６ の 下 方 で 平 行 に 押 し 下 げ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
図 １ ０ は 、 ボ タ ン の 左 端 が 押 下 さ れ た 場 合 の 図 を 示 す 。
こ の 場 合 ボ タ ン ６ の 左 端 部 が 押 し 下 げ ら れ る が 、 ボ タ ン ６ の 端 の 下 部 に は 、 制 御 回 路 基 板
１ ５ は 設 け ら れ て い な い 。 こ の た め 、 ボ タ ン ６ の 左 端 部 が 制 御 回 路 基 板 １ ５ の 延 長 線 ｌ －
ｌ よ り も 下 方 に 位 置 し 、 ボ タ ン ６ と 制 御 回 路 基 板 １ ５ と が 接 触 す る こ と が 無 く 正 常 な 操 作
感 を 得 る こ と が 可 能 で あ る 。 鎖 線 ｌ － ｌ が 本 実 施 形 態 の 制 御 回 路 基 板 １ ５ の 位 置 で あ る が
、 こ れ を 従 来 技 術 の よ う に 、 ボ タ ン ６ と 制 御 回 路 基 板 １ ５ と が 接 触 し な い よ う に 距 離 を 話
す 場 合 は 、 一 点 鎖 線 ｍ － ｍ 線 の 位 置 に 設 け る 必 要 が あ る 。 こ の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 高 さ
ｎ の 分 だ け パ ソ コ ン １ を 薄 く 設 計 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
図 １ １ は 、 ボ タ ン の 右 端 が 押 下 さ れ た 場 合 の 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
こ の 場 合 も 、 図 １ ０ の 例 と 同 様 で あ る 。 ボ タ ン ６ の 右 端 部 が 押 し 下 げ ら れ る こ と に な り 、
ボ タ ン ６ の 右 端 部 が 制 御 回 路 基 板 １ ５ の 延 長 線 で あ る ｌ － ｌ 線 よ り も 下 方 に 位 置 す る が 、
制 御 回 路 基 板 １ ５ が 存 在 し な い た め 、 ボ タ ン ６ と 制 御 回 路 基 板 １ ５ と は 接 触 す る こ と が 無
く 正 常 な 操 作 感 を 得 る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
上 述 の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 本 体 ケ ー ス ２ と 回 路 基 板 １ １ と の 距 離 を 短 く 配 置 す る こ
と が 可 能 に な る た め 、 パ ソ コ ン １ の 本 体 ケ ー ス ２ の 薄 型 化 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
上 述 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 筐 体 に ボ タ ン が 設 け ら れ て い る 電 子 機 器 に お い て 、 薄 型
化 が 可 能 な 電 子 機 器 を 提 供 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 詳 述 し た 発 明 に よ れ ば 、 筐 体 に ボ タ ン を 有 す る 電 子 機 器 に お い て 、 薄 型 化 が 可 能 な 電
子 機 器 を 提 供 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 電 子 機 器 の 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る タ ッ チ パ ッ ド 周 辺 の 拡 大 図 。
【 図 ３ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 図 B-B線 に 沿 っ た 断 面 図 。
【 図 ４ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 図 B-B線 に 沿 っ た 断 面 図 。
【 図 ５ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 図 B-B線 に 沿 っ た 断 面 図 。
【 図 ６ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 図 B-B線 に 沿 っ た 断 面 図 。
【 図 ７ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る タ ッ チ パ ッ ド の 拡 大 図 。
【 図 ８ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 図 B-B線 に 沿 っ た 断 面 図 。
【 図 ９ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 図 B-B線 に 沿 っ た 断 面 図 。
【 図 １ ０ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 図 B-B線 に 沿 っ た 断 面 図 。
【 図 １ １ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 図 B-B線 に 沿 っ た 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … パ ソ コ ン
２ … 本 体 ケ ー ス
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３ … 表 示 部 ケ ー ス
４ … キ ー ボ ー ド
５ … タ ッ チ パ ッ ド
６ … ボ タ ン
７ … Ｌ Ｃ Ｄ
１ １ 、 １ ５ … 制 御 回 路 基 板
１ ２ … ス テ ム
１ ３ … ス イ ッ チ
１ ６ 、 １ ７ … 開 口 部

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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